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＜連絡事項＞

· 病院高田PSWより情報提供。7/28退院予定の阿部文香様の今後について、本人は当デイケアの利用に拒否的であり、他デイケアの利用を考えているとのこと。詳しい情報は追って高田PSWより連絡が入ることとなっている。
· 本日伝達講習が開催されるため参加すること。

＜利用者様情報＞

・　大野　友章様～昼休憩の際に小野寺氏の顔に自分の顔を極端に近づけて話し掛けていることがある。今後注意を払い、その都度声掛けしていく。

· 杉澤　恵子様～午前中、他利用者から購入してもらった食品を間食しており職員より注意していま　　　　　　　　す。現在、三戸病院より糖尿病による血糖降下薬・風邪薬（去痰剤）を処方・服用している為、忘薬がないように声掛けをしていく。

　　　　　　　　　

＜9月プログラム検討＞

＊デイケアプログラム

· 今回、物づくりの達成感、根気、集中力を養うことを目的として「小物作り」をプログラムに導入している。1回で仕上げるのではなく継続して行える内容として、具体的には『クリスマスへ向けての小物作り』として作業を行って戴く。また、その際の必要物品を早目に確認し発注する。

· 「おやつ作り」プログラムでは、現在は全員で同じ物を作っているが、違う物を作ってみたいとの意見が上げられた。その為9月のおやつ作りでは小グループ編成を行い、各グループでレシピを作成し違う品を作って戴くこととする。

· デイケアでのSSTの内容に関して、職員で一方的に決定するのではなく、随時メンバーに確認し、決めていくこととする。ある利用者様から「自分には必要のない事だ」との意見も聞かれているため、参加者の生活により密着した内容を取り上げていく。また各グループに能力差があり、SSTの内容を決定して戴く事のできるグループと難しいグループがあるため、スタッフが介入し援助していく。続けて同じ内容で実施するのもよいのではないかという意見もあるため、今後引き続き検討していく。

· マナー講座では「服装について」を行い、ＴＰＯにあった服装を学ぶこととする。

＊デイナイトケア

· 今現在、月・水・金の来所後の時間を利用して「漢字・計算プリント」を行っている。利用者様も意欲を持って行っており、今まで余暇時間を上手く利用出来なかった利用者様が他メンバーに教えてもらいながらプリントに取り組む事も見られている。

漢字計算プリントの毎日の習慣化を目的に、火・木のプログラム内にも導入していくこととする。

· SSTの内容は「何かを貸してもらうように頼む」とする。普段漢字・計算プリントの際、何も言わずに鉛筆や消しゴムを借りる方が多いので、SSTを通して、その際にどうするべきかを学び実生活で実践出来る様に支援していく。

· 勉強会では「皮膚病」について行う。利用者の中に極端にハンドクリームを塗布しすぎる方がいるため、その際に指導していく。

＊ナイトケアプログラム

· 自主活動では、各々が違う事をして過ごされている事が多くメンバー間での交流が少ない。そのため今月は皆で参加できるレクリエーション的なものを導入し、前半・後半に２種類のプログラムを多く取り入れた。しかしそのことにより、ナイトケアメンバーからプログラムが多すぎるとの反発、疲れを訴えることが出来ないメンバーの疲労が心配される。毎週金曜日に行われるみんなで話そう会を利用し、メンバーの状況を確認し、場合によってはプログラムの時間短縮も検討していく。

· 個人面談をしっかりと行い、ナイトケアに通所する目的を再確認していく。またその際の面談記録を詳細に記録していく。

＜デイケア評価・利用者様検討＞

· 其田　淑子様（歳）　統合失調症

　　　【　　　は自己評価、　　　は職員評価】

	
	評価項目
	評価基準

	Ａ
	身だしなみ
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｂ
	生活リズム（参加状況）
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｃ
	疎通性（理解力・伝達力）
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｄ
	自己表現（自己主張）
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｅ
	柔軟性
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｆ
	集中力と根気
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｇ
	常識的行動・マナー
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｈ
	デイケア外での対人交流
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｉ
	余暇・社会資源の利用
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｊ
	デイケア内での役割意識と行動
	５
	４
	３
	２
	１


【問題点と解決策】

· 足の痛みの訴えが多く、デイナイトケアを休む事がある。その都度デイナイトケアの通所目的を説明し定期的な通所が出来る様支援していく。また他メンバーに対しても「休んでもいいんだよ」と話し掛けることがあるため、本人様へ注意していく。

· 本人自己評価が高く、「料理も家事も出来るからケアホームに入りたい。」と話されている。しかし今現在グループホーム内での食事当番、清掃、他メンバーとの人間関係等が上手く出来ていない。本人様とそのことを一緒に振り返り、デイナイトケアのプログラムの中で伸ばしていくこととする。

